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は じ め に

農林水産統計 に よ る と ， 我 が 国 の 花 き の 生産額 は 62

百億円で， 農業粗生産額の 約 6% を 占 め る 。 そ の 伸 び は

1980�95 年 の 聞 に 生産額が 2倍以上 に 増加して い る 。

平成 10 年の作付面積 は ， 切 り 花類が 1 万 9 ， 700 ha (前

年比 1 %増) ， 球根類が 1 ， 080 ha (前年同) ， 鉢 も の類が

2 ， 010 ha ( 同 2%増) ， 花 壇 用 苗 も の 類 が 1 ， 280 ha (同

14%増) で， 出 荷 量 は， 切 り 花 類 が 56 億 2 ， 000 万 本

(同 2%減) ， 球根類が 3 億 1 ， 700 万球 ( 同 7%減) ， 鉢 も

の類が 2 億 8 ，1 00 万鉢 ( 同 4%増) ， 花壇用苗 も の類が 6

億 3 ， 080 万本 (同 20%増) で あ っ た と い う 。 景気 の 低

迷 の 中， 切 り 花の生産額お よ び球根類が前年比 を下回 っ

た が， ガ ー デニ ン グ ブー ム を 背景 と した 花壇苗 を 中心 に

生産が伸 びて い る 。

こ の 中 で， 自家繁殖して行わ れ る 栽培 は一部の球根類

や キ ク ， 花木類な ど で あ る が， 生 産 者 の ほ と ん ど が種

苗 ・ 球根 を購入し， 花 き を 生産して出荷して い る 。 さ ら

に， 1996 年の海外か ら の種苗の輸入統計 (各分野上位 5

品 目 ) を み る と ， 苗 類 で は カ ー ネ ー シ ョ ン (27 百 万

株 ) ， キ ク (24 百万株) ， ド ラ セ ナ (13 百万株) ， デ ン ド

ロ ピユ ム (7 百万株) ， へデ ラ (6 万株) な どが， 球根類

で は ユ リ (207 百万球) ， チ ュ ー リ ッ プ (202 百万球) ，

フ リ ー ジ ア (28 百万球) ， グ ラ ジ オ ラ ス (27 百万球) ， 

ア イ リ ス (20 百 万 球) ， ま た ， 草 花 種 子 で は ヒ マ ワ リ

(27 千 t) ， コ ス モ ス (23 千 t) ， ルコ ウ ソ ウ (20 千 t) ， 

ベ ニ バ ナ (16 千 t) ， そ の 他 キ ク 科 (14 千 t) な ど が輸

入 さ れ (浅野， 1998) ， 我 が 国 の 花 き 生産 は 輸入種苗 に

大 き く 依存して い る こ と がわ か る 。 い わ ゆ る ， 種苗流通

の国際化が花 き 生産の特徴であ る 。

首生産 は 欧米 で は 20 年以前 か ら 確立し， 大 き な産業

と な っ て い る (CLlNE et. al . ，  1988 ; POWELL and LINDQUIST， 

1992 ; 平野， 1999) 。 近年， 我 が国 に お い て も 苗生産が

分業化 ・ 生産工場化し始 め ， セ Iレ成形 ( プ ラ グ) 首や挿

し穂苗が生産 さ れて い る 。 こ う した 苗生産で問題 と な る

病害 に つ い て 考察した い 。
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I 苗生産で問題 と な る 病害

1 栄護繁殖による苗生産

キ ク は挿し芽に よ り 栄養繁殖す る た め ， ウ イ ル ス 病や

ウ イ ロ イ ド 病 な ど の 栄養繁殖性の病害が問題 と な る 。 最

近の話題 と して は ト マ ト 黄化 ウ イ ル ス (TSWV) が感

染した母株 に よ る 挿し芽繁殖に よ っ て ， 本聞 に 定植した

後 に 発病し， 問題 と な っ て い る 。 TSWV は， 育苗 が 同

じ生産園場で行わ れて い る 場合， ガ ー ベ ラ ， イ ンパ チ ェ

ン ス ， パ ー ベ ナ ， ト レ ニ ア な ど の 栄養繁殖で問題 と な る

ばか り でな く ， シ ク ラ メ ン ， ト ルコギ キ ョ ウ ， セ ン ニ チ

コウ ， プ リ ム ラ ， ジ ニ ア ， グ ロ キ シ ニ ア な ど球根類や種

子繁殖苗で も 激しい被害が認 め ら れ る 。 ま た ， キ ュ ウ リ

モ ザ イ ク ウ イ ル ス (CMV) に よ る ペ チ ュ ニ ア モ ザ イ ク

病が挿し芽に よ る 苗生産圃場で発生し， 全株廃棄 さ せ た

事例が あ る 。

カ ー ネ ー シ ョ ン で は我が国での 苗生産 も あ る が， 多く

の場合， オ ラ ン ダ， ト ルコ， ド イ ツ な ど か ら 首が空輸 さ

れ る 。 カ ー ネ ー シ ョ ン は ウ イ ル ス フ リ ー に よ る 繁殖技術

が確立し， ウ イ ル ス に よ る 被害 は 少 な く な っ た 。 こ れ と

と も に ， 土壌伝染性病害で あ り ， 栄養繁殖に よ っ て も 伝

染す る 萎 凋 細 菌 病 (Burkholderia caηoρhylli) や 萎 凋

病 (Fusarium 0砂ゆorum f. sp. dianthi) も 少 な く な っ

て き た 。 萎凋細菌病 は 汚染穂が l 株で も あ る と 周辺 の 苗

を汚染 さ せ て し ま う (西東， 1984) ( 図-1) 。 特 に ， 欧米

で は 問題が大 き い萎凋病 に 対して は細心の 注意が払 わ れ

て い る が， 欧米で は 発生が少 な く ， 我が国 で被害が多い

萎凋細菌病 の 防 除 に は 関 心 が払 わ れ て い な い 傾 向 が あ

り ， 母木温室や掃し芽床 に お け る 汚染 が懸念 さ れ る (山

口 ， 1987 ; BAAYEN ， 1988 ; 小 野 崎， 1992) 。 最 近 は 茎 腐

病 (Rhizoctonia solani) な ど も 発生して い る 。 シ ュ ク

コ ン カ ス ミ ソ ウ で は 疫病 (Phyto.ρhthora nicotianae) や

苗 腐 病 (乃thium aphanidermatum ) ， 茎 腐 病 ( R.

solani) な ど も 発生し， 問題 と な っ て い る 。 カ ト レ ア や

ア フ ェ ラ ン ド ラ ， ド ラ セ ナ な ど で底面給水 に よ る 濯水 を

した と こ ろ ， 疫病が多発した (植松， 1993) 。

パ ラ で は根頭がんし ゅ 病の苗生産で の 汚染が問題であ

る (牧野， 1993) 。 ま た ， キ ク に お い て も 根頭 が ん し ゅ

病が問題 と な っ て い る 地域が あ る 。 こ れ ら の病害 と も に

ア グ ロ ノ f ク テ リ ウ ム ・ ラ デ ィ オ ノ T ク タ ー 剤 (ノ T ク テ ロ ー
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図 - 1 カ ー ネ ー シ ョ ン 萎 ち ょ う 細菌 病 に 汚染し た 掃 し穂

に よ る 挿 し床 内汚染 (西東 ， 1984> . 1982 年 7 月 5
日 に揮 し床 内 に健全な 100 穏を挿 し， 中 央 (x 印)

に保菌穏 を 掃 し た . そ れぞれの 株を 8 月 14日 に ビ

ニ ー ル ポ ッ ト に植え て ， その 後の 発病 を 8 月 14日

(・)， 9 月 27日 (0)， 1 1 月 8日 (口)， 1 月 22日 (ム)

に調査 し た . 小点( ・ )は 1 月 22日 ま で発病 し なか

っ た株を示す.

表 - 1 キ ク 根がん し ゅ 病に対す る ア グ ロ パ ク テ リ ウ ム ・ ラ ジ オ パ ク

タ ー剤 20 倍液 1 時間処理に よ る 防除効果. 挿 し芽時お よ び

定植時に併用処理 し た場合， すべての試験で優れた 防除効果

を 示 し た . し か し， 捕 し芽時処理の み (定植時処理な し ) で

防除効果が認め られた例が 2 例， ま た ， 定植時処理の み(挿

し芽時処理な し)で は 防除効果 は認め られなか っ た (植松 ら，

未発表> .

浸潰処理の有無.) 発 病 株 率b】
防除価c)

挿 し芽時 定植時 A B C D E 平 均

有 有 。% 。% 7% 5% 5% 3% 92 

有 無 。 。 37 40 25 20 46 

無 有 12 12  30 65 55 35 5 

無 無 24 20 90 20 30 37 。

叫:試験方法 を統一し て ， 3 場所で計 5試験を実施 し た . 挿芽時 ま た
は 定植時 に 穏な い し 酋 を パ ク テ ロ ー ズ 20 倍液 に 1 時間漫潰処

理 し， 汚染土 に 挿 し芽 ま た は定植した.

ズ) に よ る 防除効果が高 い。 キ ク で は 挿し芽時 と 定植時

の併用処理が効果が高か っ た (表-1) 。

ま た ， ロ ッ ク ウ ー ル に よ る ガ ー ベ ラ の水耕栽培では，
根腐病菌 (P. cηIþtogea) に 1 株で も 苗が汚染して い る

と ， 壊滅的 な 被害 と な る (植松 ら ， 1997) 。 同様 に， パ

ラ 疫病 (P. megasþerma) に お い て も 水耕栽培 で 同 様

な 問題が発生し て い る (平野 ・ 中 込， 1997) 。 ゼ ラ ニ ウ

ム 斑点細菌病 (Xanthom刀nas campestris pv. ρelar­

gonii) や 茎 腐 病 (乃. aphanidermatum お よ び 乃λ

ゆlendens) ， ベ ゴ ニ ア斑点細菌病菌 (x. campestris pv. 

begoniae) な ど も 苗生産で問題 と な っ て い る 。

洋 ラ ン類で は ウ イ ル ス 病が問題 と な る 。 組織培養 に よ

る メ リ ク ロ ン苗が一般的 に な っ て い る が， 検出技術的 な

問題 も あ り ， ウ イ ル ス フ リ ー 化 さ れ て い な い 場 合 が あ

る 。

緑化樹木 の 苗生産 で は し ばし ば疫病 (P. nicotianae， 

P. cactorum， P. cinammoni) が発生す る 。 我が国 で は

ド ラ セ ナ ， ジ ン チ ョ ウ ゲ ， シャ ク ナ ゲ， ヤ マ モ モ ， ラ ベ

ン ダー， キ ャ ラ ポ ク ， ツ バ キ ， カ ナ メ モ チ な ど で問題 と

な る 。 欧米で も コ ン テ ナ ー で育苗 さ れ る 花木類で疫病，

R. solani や 乃幼ium Spp. に よ る 立枯れ性の病害が発生

し， コニ フ ァ ー 類 で も 疫病 (P. gonゆoのides) が 問 題

と な っ て い る 。 広葉樹で は ご ま 色斑点病 (Entomo 宅por­

ium me者pili) や う ど ん こ 病 な ど の 茎葉 に 発生す る 病害

や， 根頭がんし ゅ 病が問題 と な る 場合があ る 。

2 種子繁殖での苗生産

鉢花用 ガ ー ベ ラ ， シ ク ラ メ ン ， パ ン ジ ー か ら 始 ま り 切

り 花用花 き な ど， あ り と あ ら ゆ る 種子繁殖花 き がセ ル成

形苗 と して 流通して い る た め ， 病筈発生の 実態がつ か み

に く い。

採種段階で汚染 す る 病害 に は い く つ か あ る 。 ア ス タ ー

で は 萎凋病 (F. 0.勾ゆorum f. Sp. calliste..ρhi) ， ま た ， ス

ト ッ ク で は萎凋病 (F. 0.砂ψorum f. Sp. congluti抑制)

や黒腐病 (x. campestris pv. incanae) な ど の病害 は種

子伝染す る こ と が知 ら れて い る 。

種子 に よ る 苗生産で問題 と な る 病害 に ， R. solani や

丹thium Spp. に よ る 苗立枯性病害が あ り ， 多く の 花 き

類で問題 と な る 。 特 に ， セ ル成形苗生産 で は 苗が込み合

う た め ， こ れ ら の 苗立枯性病害 の 他， く も の 巣 か ぴ病

(Rhizops Spp.) お よ び灰色 か ぴ病 (BotηItis cinerea) 

な ど に よ る 病害が問題 と な る 。 ト ルコギ キ ョ ウ で は株腐

病や苗腐病 (乃. 唱Pinosum お よ び 乃，. irregulare) が発

生して い る 。 苗腐病 は定植後， 採花時期 ま で萎凋， 生育

不良 を 引 き 起 こ す (吉松 ・ 植松， 1994) 。 ピ ン カ で は く

も の巣かぴ病が， ア ス タ ー で は べ と 病 (Bremia taxaci) 

がしばしば発生す る 。

3 球根類

球根類は， 通常， 球糠 に 生 じ た 木子 を養成す る こ と に

よ り ， 露地問場で球根生産が行わ れ る 。 ユ リ の場合 は球

根の鱗片 に よ り 増殖 を 図 る 。 そ の た め ， ウ イ ル ス 病や土

壌伝染性糸状菌類や細菌類は確実 に 感染 す る チャ ン ス が
多く ， 母球か ら 木子への伝染 も 容易 と な り や す い た め ，

病害 は速や か に 圃場全体へま ん延す る 。

ユ リ や チ ュ ー リ ッ プ， グ ラ ジ オ ラ ス ， フ リ ー ジ ア な ど

で古 く か ら ウ イ ル ス に よ る 病害が問題 と な っ て い る 。 ア

ル ス ト ロ メ リ ア で は既知の ウ イ ル ス 以外 に よ る 未解明 ウ

イ ル ス に よ る 被害が発生して い る (塩 田 ら ， 1997) 。 グ
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ロ リ オ ー サ で は 今 ま で球根 を増殖 し な が ら 栽培 を 行 っ て

い た た め ， 条斑 モ ザ イ ク 病や モ ザ イ ク 病 (CMV) の 汚

染が著 し か っ た が， 網室内 で種子か ら 球恨養成す る こ と

に よ り ウ イ ル ス 病 を 防 ぐ こ と がで き る よ う に な っ た (塩

田 ら ， 未 発 表) 。 サ ン ダ ー ソ ニ ア で は 立 枯 病 (R.

solani) が球根で伝染 す る た め ， ト ル ク ロ ホ ス メ チ ル剤

に よ る 球根消毒 を行 う こ と に よ り 防除で き る こ と が明 ら

か に な っ た (植松 ら ， 1995) 。

チ ュ ー リ ッ プ黒腐病 (B. androρogonis) と 褐色腐敗

病 (B. gladio!i) の発生助長要因 と し て ， 球根収穫後の

水洗 に よ る 土壌 の 除去や殺ダニ 剤浸漬な ど の調整作業中

に 濡れ る こ と に よ り 多発 し ， こ の薬液が反復使用 さ れ る

と 液 中 の 病原細菌 の 濃 度 が高 ま り 発病が助長 さ れ， ま

た ， 追肥量が多 い場合や水洗後の乾燥の遅れ も 発生 を助

長 さ せ る と い う (守川 ら ， 1997) 。

シ ク ラ メ ン 萎 ち ょ う 病 菌 (F. oxysporum f. sp. 

cyclaminis) は 圃場内外の土壌 な ど を 汚染 し ， こ れが風

な ど に よ り 苗 に 再汚染 す る (香川 ら ， 1991 ) 。 ア ネ モ ネ

炭痘病 ( c. acutatum ) は 木子 に 付着 し て 伝染す る と 考

え ら れ る (手塚 ら ， 1989 ; 佐藤 ら ， 1996) 。

E 苗生産 に お け る 病害虫管理技術の高度化

苗生産 に お け る 病害の発生 は ， ①苗の計画的生産が行

え ず， 苗の渡 る べ き 花 き 生産者が計画的な入手が困難 と

な り ， ②病害の 汚染苗が花 き 生産者 に 渡 り ， 定植後 に発

病 し ， 花 き 生産が行 え な く な り ， ③汚染苗が国際化 し た

種苗流通 に 乗 っ て ， 病原菌が期 をー に し て世界的 に広が

り ， ④ さ ら に悪 い こ と に ， 他作物 に比べ て 花 き 病害 に 関

す る 知見が少な い た め ， こ れ ら に 技術的 に対応で き ず，

⑤ ま た ， 適用 の あ る 農薬が主要花 き を 除 い て ほ と ん ど な

い こ と か ら ， 指導す る 上で も 非常 に 難 し い， な ど の 問題

点、があ げ ら れ る 。

今後， 花 き 苗生産 は さ ら に選別が進み， 大規模化す る

と 予想 さ れ る 。 病害虫 に よ る 被害が こ う し た 経営の制限

要因 と な る こ と も あ り ， こ の リ ス ク を 回避す る た め に 専

門家 と の連携が こ れか ら 必要 と な る であ ろ う 。 欧米です

でに行わ れて い る よ う に ， 病害虫専門の技術者 と 連携 し

た り ， 雇い入れ る な ど し て ， 病害虫防除の マ ニ ュ ア ル化

の段階 に 達 し て い る 生産者 も 現れ て い る 。

例 え ば， 千葉県 内 の 花 き 苗生産者 を 例 に と る と ， 25 

名の専従職員 を 抱 え ， パ ー ト 労働者 を雇い入れて ， 年商
十数億円 を売 り 上 げ る 生産 を 行 っ て い る 。 最近 に な り ，

接 ぎ木 ロ ボ ッ ト を 導入 し ， ト マ ト や ウ リ 科野菜 な ど の野

菜苗生産 に も 乗 り 出 し て い る 。 こ こ で は パ ソ コ ン を 用 い
て， 受注， 苗の育苗管理 ( セ ル ト レ イ の サ イ ズ， 用土の

種類， 温度， 濯水， 施肥， 防 除 な ど) か ら 出 荷 の 送 り 状

の打ち 出 し ま で を 独 自 に マ ニ ュ ア ル化 し て い る 。 出荷 日

を 決め る と ， 播種 目 か ら の 管理マ ニ ュ ア ルがすべて 打 ち

出 さ れ る よ う に な っ て い る 。 ま た ， コ ン ピ ュ ー タ 制御で

圏場が管理 さ れ， 作業の進捗状況や苗の成育状況 も 毎 日

入力 さ れ， リ ア ル タ イ ム で管理 を指示で き る よ う に な っ

て い る o 病害虫面で は ， 輸入 さ れた 花 き を母株 と し て 用

い る 場合 は ， 挿 し 穂 を 苗生産圃場へ は 直 ち に 入れず栽培

し て い る 。 最近で は， ウ イ ル ス に よ る 汚染 が疑わ れ る も

の は， い っ た ん ウ イ ル ス フ リ ー化 し て ， こ れ を母株 と し

て苗生産 を行 う よ う に な っ て き た 。 育苗温室 は網室 と な

っ て お り ， すべて ベ ン チ栽培で土壌 と 隔離 さ れて い る 。

害虫の発生源 と な る 雑草がベ ン チ の 下 に 生 え な い よ う に

す る な ど， 周場衛生 に は か な り 配慮 さ れて い る 。 セ ル成

形苗の 用 土 は ビ ー ト モ ス ， パ ー ラ イ ト ， パー ミ キ ュ ラ イ

ト ， く ん炭 な ど を 用 い て ， 土壌 は使用 し な い。 こ の 用 土

に殺虫用 の粒剤や殺菌剤 を混合 し ， ウ イ ル ス を媒介す る

ア ブ ラ ム シ や ア ザ ミ ウ マ 類の増殖や立枯性病害の発生 を

抑 え て い る 。 混合割合 は 各作物 ご と に 効果 と 薬害が予備

的 に 調査 さ れ， マ ニ ュ ア ル化 さ れて い る な ど， 高度の病

害虫管理技術 を達成 し て い る 。

皿 花 き 苗生産 に お い て 求め ら れ る 病害虫

防除の技術開発

病害虫分野では苗の流通 の 国 際化 に 伴 い ， 病害虫 の 同

時多発や侵入病害虫 の発生 な ど が問題であ り ， 今後 も こ

の傾向 は 変わ る こ と は な い で あ ろ う (表一2) 。 ま た ， 需

要の 多様化， 種類， 品種， 花色 な ど の 流行がめ ま ぐ る し

く 変わ っ て い る が， こ の早 さ に 健全苗供給や栽培技術が

追い つ い て い り な い の が現状で あ る 。 組織培養生産， 苗

生産， 切花生産 と い う 細分化 さ れた リ レ ー栽培生産が確

立 し始め て い る 。 先進地域 の 欧米で は さ ら に細分化へ向

か っ て い る 。 ま た ， 薬剤耐性菌や薬剤抵抗性害虫や難防

除病害虫 も 他の分野同様 に 問題 と な っ て い る 。

① 無病苗生産技術の開発 ・ 支援 の た め に ， 海外 に お

け る 既存防除技術情報の収集， 海外の技術者 と 情報交換

の た め の 交流， ま た ， 新病害虫， 新 規 導 入 花 き の 病 害

虫， 侵入病害虫 の診断 ・ 同定技術の 向上や低価格で迅速

な病原菌の検出技術の 開発が求 め ら れて い る 。 例 え ば，

メ リ ク ロ ン苗生産 に お け る 簡易 で迅速 な血清学的診断や

PCR に よ る 検出法な ど の確立が求 め ら れて い る 。

② 組織培養 に よ る 大量繁殖技術の発達 は ， 球根や根

茎な ど の栄養繁殖性花 き に お い て ， ウ イ ル ス 病や そ の他

の病害 に感染 し て い な い (pathogen free) 苗 の 生産 を

実現で き る であ ろ う 。
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表 - 2 病害虫防除か ら 見た 花 き 生産の特徴 と 求 め ら れ る 技術開発

1 . 苗の全国流通化， 国際化…病害虫の 国際化， 同時多発化， 侵入病害虫の発生

0無病苗生産技術の 開発 ・ 支援. 新 し い病害， 新規導入花 き の病害， 侵入病害の病原学的解析

。病原菌検出技術 の 向上 (低価格， 迅速)

O侵入病害虫 の海外 に お け る 既存防除技術情報の収集

2 需要の 多様化， 流行…花の種類， 品種な ど の 多様化 と 花色等の流行の早 さ に健全苗供給や栽培技術が追い つ け な い

0情報収集 と マ ニ ュ ア ル化

0生産 に お け る 園場衛生管理

3 . 情報化時代…情報 を持 っ た 者が高 い利 益 を 得 る

0診断か ら 対策 ま での マ ニ ュ ア ル化， デー タ ベー ス 化

C世界的花 き 病害虫技術者 と の連携， 情報交換

4 . ハ イ テ ク 化， 無病生産技術の進展

。園場衛生管理技術， 環境調節技術に よ る 病害防除， コ ン ビ ュ ー タ 制御， ロ ボ ッ ト の利用

5 . 生産の細分化…組織培養生産， 苗生産， 切花生産 ( リ レ ー栽培) に お け る 菌の品質保証 (無病苗)

6 . 生産規模の講離・ 小規模生産 vs 大規模生産 ま た は共選共販 vs 個人出荷 (個選) に お け る 情報量の格差， 技術開発の格差，

情報の受 け 方 と 反応の差異， メ ー カ ー に対す る 良質苗要求 の圧力 の格差

0苗生産 に お け る 圃場衛生管理

0検定技術の開発

O診断か ら 対策 ま での マ ニ ュ ア ル化， デー タ ベー ス 化
7 . 難防除病害， 連作障害の克服

O病害抵抗性育種 遺伝資源の収集 と 病害虫抵抗性特性検定技術の体制化

O化学的 ・ 生物的 ・ 耕種的防除法の確立， バイ オ テ ク ノ ロ ジ ー技術の利用

8 . 薬剤の効率的使用， 安全使用， 環境 に や さ し い農業技術

0農薬登録の主主大， 薬害， 薬の汚れ， 散布時期， 散布団数

O省力 防除法の開発

C 無病菌生産 の た め の 防除技術の確立 と マ ニ ュ ア ル化
9 . 景観形成， 都市緑化， ア ト リ ウ ム ， ガ ー デニ ン グ， エ デ ィ プル フ ラ ワ ー， 観光農業

O簡易防除技術の 開発， 高齢者 に 優 し い農薬散布技術の開発
C 特殊環境下 に お け る 病害虫の発生状況調査 と 防除技術の開発

O農薬の適用広大

③ ハ イ テ ク 化 さ れた 圃場衛生管理技術， 環境調節技

術 に よ る 病害虫の制御方法の 開発な ど も ， 他の分野 よ り

も 先行 し て 進展す る と 思 わ れ る (坂上 ら ， 1996) 。 こ れ

ら の栽培形態 に よ っ て病害の な い苗生産が可能 と な る と

思われ る 。

④ 薬剤 に よ る 防除技術 と し て は， 適用拡大の促進が

ま ず必要で あ る 。 さ ら に ， セ ル の少区画の 中 の 用 土 に殺

菌剤や殺虫剤の最適な混合割合や施用方法がマ ニ ュ ア ル

化 さ れ， ま た ， セ ル箱 の 中 に 均一 に 分布 さ せ る よ う な微

粒剤 の製剤化や簡易種子 コ ー テ ィ ン グ化が必要 と な る か

も し れ な い。 Gliocladium Spp. や Trichoderma spp. な

ど の微生物資材が育苗用土や種子処理 に 用 い ら れ る 可能

性 も 高 い。 ま た ， 防除 も 機械化， ロ ボ ッ ト 化 に よ る 定期

的 な薬剤散布が一般化す る も の と 恩わ れ る 。

⑤ 花 き 生産 に お い て 病害虫抵抗性育種 は今後の課題

と い え よ う 。 そ の た め に は ま ず遺伝資源の収集 と 探索が

必 要 で あ る 。 抵 抗 性 育 種 は キ ク 白 さ び 病 (Puccinia

horiana) ， カ ー ネ ー シ ョ ン 萎 凋 病， マ ー ガ レ ツ ト 萎 凋

病 (F. oxysþorum ) ， ア ス タ ー萎凋病 な ど で知 ら れ て い

る に す ぎ な い 。 野菜 ・ 茶業試験場の行っ て い る カ ー ネ ー

シ ョ ン萎凋細菌病の抵抗性育種 は ， 我が国の カ ー ネ ー シ

ヨ ン 生産者 に 明 る い 展 望 を 示 し た (小野崎， 1992) 。 ま

た ， カ ラ ー疫病が全国的 に 問題 と な っ た が， 抵抗性品種

の検索 と 導入 に よ り 切 り 花生産 が 回 復 し た (植松 ら ，

1993) 。 さ ら に， 千葉県 で は カ ラ ー 疫病抵抗性 品種 「 ア

ク ア ホ ワ イ ト j を育成 し た 。

お わ り に

本論 を ま と め る に あ た り 参考 に し た ， r Current and 

future research directions of ornamental pathology J 

と い う 優れた 総説が， 米 国 の 9 名 の 各分野の花 き 病害虫

研究者 に よ っ て Plant disease 誌 に 共 同 発表 さ れて い る

の を ， 紹介 し て お き た い (Cline et al . ， 1988) 。 現在の我

が固 に お け る 状況 は そ れ と ほ と ん どかわ ら な い の で， こ

の分野に興味の あ る 方 は ぜひ一読 さ れた い。 ま た ， 我が

国の最近の花 き 病害研究 の動向 は萩原 (1998) が詳 し く

紹介 し て い る 。

花 き 類 は 多種多様な 植物の総称で あ る 。 花 き 生産 は そ
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れらを 取 り 扱 う 生き 物の産業であ り ， 他の農業分野に比
べて企業的経営体化が 進展 し て い る こと は特筆に値 す
る。 し か し， こ の分野にお け る研究・技術開 発は極めて

ぜい
脆弱であ る。 こ れら に発生す る 多種多様な病害を 一括 し
て的確に 「診断 ・ 防除J す る こと は現場の技術者 の課題
であ るが ， それぞれの個別的技術を 十分に理解した総合
的な知 識に裏付けら れて い な けらば なら ない。 今後 も ，
病害の各専門分野の協力な く し て は， 花 き病害の防除技
術 の確立はあり 得な いと 確信 して い る 。
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E謂liIHE置回調醜扇掘調

農薬適用 一 覧表 1 9 9 9 年版 (平成 1 1 農 薬年度)

農林水産省農薬検査所 監修
定価 13 ， 650 円 (本体 13 ， 000 円 + 税) 送料サー ビ ス B 5 判 867 ペー ジ

平成 1 1 年 9 月 30 日 現在， 当 該病害虫 (除草剤 は 主 要作物) に 適用 の あ る 登録l良薬 を す べ て 網羅 し た ー

覧表で， 作物別適用 の あ る 病害虫防除剤表， 空 clこI ll'ícffi ・ 1n� 人ヘ リ コ プ タ ー 利 用 に 適用 の あ る 病害虫防除

剤表， 作物別適用 の あ る 除草剤表， 作物別適用 の あ る 植物成長調終剤表 に 分 け ， 各作物 ご と に 適用 の あ

る 農薬名 と そ の 使用 時期， 使用 回 数 を 分 か り や す く 一覧表 と し て ま と め ， 付ー録 と し て ， 誌性及 び魚、岩子|生

一覧表及び適用 出�， 作物名一覧表 を 付 し た . 出�取扱業者 の 力 は も ち ろ ん の こ と 病害虫防除 に 関係 す

る 方 の必携 の 書 と し て 好評 で す.

お 申 し込み は ， 直接 「本会出版情報 グ ル ー プ」 に 申 し込むか， お 近 く の打席でお取 り 寄せ下 さ い.
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ご希望のブi は ， 現金 ・ 郵便振替 で IlT接本会へお 1�1 し 込 み 下 さ い
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